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主
な
記
事

・
蓬
莱
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た�

２

・
同
窓
の
人
々

　
︻
55
期　
戸
高
一
成
さ
ん
︼�…
４

・
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
�…
…
…
…
…
…
５

・
忍
岡
ナ
ウ
・
部
活
訪
問

　
（
放
送
部
）…
…
…
…
…
…
…
６

・
同
期
会
報
告
（
39
期
／
44
期
／

55
期
／
58
期
／
61
期
／
76
期
）�８

・
振
替
用
紙
通
信
欄
よ
り
…
…
10

卒
業
お
め
で
と
う
、

入
学
お
め
で
と
う

卒

業

式

　
関
東
に
春
一
番
が
吹
い
た
３
月
９

日
㈯
に
平
成
30
年
度
の
卒
業
式
が
母

校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
蓬
莱
園
に

は
鶯
溪
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
植
え
ら
れ
た
杏

が
た
く
さ
ん
の
蕾
を
つ
け
て
ほ
こ
ろ

ん
で
い
た
。卒
業
生
は
２
２
０
名（
普

通
科
１
５
６
名・生
活
科
学
科
64
名
）、

鶯
溪
会
か
ら
は
鈴
木
会
長
並
び
に
理

事
２
名
が
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

　
校
歌
斉
唱
を
聴
く
と
、
年
々
卒
業

生
の
歌
が
自
信
に
満
ち
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
校
歌
Ｃ
Ｄ
の
効
果
が
表

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
岡
島
ま
ど
か
校
長
は
「
自
分
に
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
反
省
し
順
調
で
あ

る
と
き
も
お
ご
る
こ
と
な
く
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
ど
ん
な
に
辛

く
て
も
人
の
道
を
外
れ
る
こ
と
は
決

し
て
行
わ
な
い
生
き
方
は
人
生
を
よ

り
良
く
し
て
ゆ
く
」
と
式
辞
を
述
べ

ら
れ
た
。
鶯
溪
会
鈴
木
賢
太
郎
会
長

は
「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
入
学
式
に

参
列
し
て
か
ら
３
年
間
経
ち
成
長
し

た
姿
を
見
て
感
激
し
た
。
皆
さ
ん
の

未
来
は
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
。
好

奇
心
を
持
て
ば
可
能
性
は
拡
が
り
増

え
て
ゆ
く
。
自
分
を
信
じ
て
未
来
に

立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。
在
校
生
は
お
世
話
に
な
っ
た
卒

業
生
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
卒

業
生
は
沖
縄
修
学
旅
行
の
民
泊
経
験

を
通
じ
て
沖
縄
の
暮
ら
し
を
知
り
平

和
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

卒
業
生
退
出
の
際
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

保
護
者
・
担
任
に
対
し
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
先
生
大
好

き
」
等
、
学
園
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
感

謝
を
表
し
、
先
生
方
の
目
に
も
涙
々
。

先
生
と
生
徒
の
信
頼
関
係
の
厚
さ
に

感
動
し
、
思
わ
ず
も
ら
い
泣
き
し
た

卒
業
式
だ
っ
た
。

�

64
期　

林　

由
紀
子

＊　
　

＊　
　

＊

入

学

式

　
４
月
９
日
㈫
、
２
２
８
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

普
通
科
１
５
８
名
、
生
活
科
学
科
70

名
（
男
51
名
・
女
１
７
７
名
）

入
学
お
め
で
と
う
！

第
₁₀₁
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

　
令
和
元
年
度
「
定
期
総
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
。

　
鶯
溪
会
発
展
の
た
め
会
員
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

記

一
日　
時　
　
令
和
元
年
５
月
25
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

一
場　

所　
　

中
央
区

産
業
会
館
（
地
図
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）

一
議　
題

一
平
成
30
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告

二
役
員
改
選

三
令
和
元
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
審
議

四
そ
の
他

（
総
会
終
了
後
、
懇
親

会
を
行
い
ま
す
）

�

以　
上
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前
号
の
94
号
に
て
お
知
ら
せ
し
た

「
蓬
莱
園
整
備
事
業
」
が
今
年
３
月

27
日
〜
29
日
に
実
行
さ
れ
た
。

て
み
る
と
、
葉
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ

て
い
た
夏
と
は
様
子
が
一
変
し
、
す

っ
か
り
見
通
し
が
良
く
な
っ
て
い
る
。

　
や
は
り
大
公
孫
樹
の
姿
が
際
立
つ
。

周
囲
に
雑
然
と
生
え
て
い
た
葉
蘭
が

刈
り
取
ら
れ
、
池
の
形
が
見
渡
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
緑
の
季
節
を
迎
え
る
こ
ろ
、
大

公
孫
樹
を
水
面
に
映
す
瑞
々
し
い
庭

園
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
だ
い
ぶ
先
に
な
る
が
、
９
月
７
日

㈯
に
予
定
さ
れ
て
い
る
文
化
祭
に
は

ぜ
ひ
母
校
の
蓬
莱
園
を
見
に
来
て
ほ

し
い
。

　
今
回
の
蓬
莱
園
整
備
事
業
に
は
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
改
め
て
「
蓬
莱
園
」
へ

の
厚
い
思
い
に
感
動
を
覚
え
た
（
下

記
参
照
）。

　
多
く
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
い
っ
た
ん
当
事
業
へ
の
寄
付
金

募
集
は
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蓬莱園整備事業寄付金リスト 単位：１口２千円（敬称略）
旧職員 浦 部 万 里 子 ４
旧職員 中 園 　 靖 雄 １
旧職員 小 林 　 公 生 １
旧職員 江 平 　 清 ２
旧職員 寺 本 　 敬 彦 2.5

26 佐 藤 　 隆 子 34
27 竹 居 　 通 子 10
29 宅 間 富 美 子 50
30 田 口 冨 喜 子 １
30 彦 根 㐂 久 江 ３
31 小 林 利 枝 子 ５
31 岡 安 　 茂 子 ５
31 中 田 　 豊 子 ４
32 吉 岡 　 真 玉 １
33 佐 藤 　 二 三 子 １
33 宮 地 　 和 子 ５
34 山 田 　 仁 子 １
34 宮 田 　 昌 子 ３
34 阿 部 　 松 枝 ５
34 匿 名 ５
35 外 林 　 暢 子 ３
35 田 口 　 方 子 ５
35 河 野 　 百 合 子 ３
35 竹 内 　 隆 子 ５
37 平 田 　 重 子 ５
37 井 村 　 晃 崇 ５
38 岩 丸 　 栄 ５
38 飯 島 　 ト ヨ ３
39 村 瀬 　 君 江 １
39 有 田 　 菊 枝 ３
39 山 口 　 道 子 １
40 河 村 　 郁 子 ２
40 田 中 　 芳 子 ５
40 山 田 　 玲 子 １
40 前 澤 　 治 子 ２
40 森 　 美 代 子 １
40 山 口 　 幸 子 ５
41 伊 藤 　 京 １
41 松 丸 　 富 江 １
42 宮 尾 美 代 子 ５
42 三 浦 　 弘 子 １
42 髙 嶋 　 節 子 １
42 小 池 　 康 子 １
42 浅 井 　 房 子 ５

42 池 田 　 節 子 ２
42 田 中 　 泰 廣 １
43 山 口 　 蔦 子 １
43 新 山 　 と し ５
43 馬 場 　 節 子 ２
43 千 野 　 克 江 １
43 安 念 　 照 美 １
43 仁 木 　 久 子 ５
44 福 島 　 和 子 １
44 金 井 　 町 枝 １
44 田 中 　 桂 子 １
45 楠 本 　 鎮 夫 １
45 髙 山 　 澄 子 ３
45 一 宮 　 園 子 ２
46 南 畝 　 清 志 １
46 髙 田 　 良 枝 ５
46 福 本 　 佳 子 １
46 古 川 　 光 子 10
46 筒 井 　 信 子 １
46 山 本 　 好 美 ２
46 須 賀 川 千 代 子 ５
47 松 浦 志 江 子 １
47 菅 原 　 紀 久 子 ５
47 橋 本 　 弥 生 １
47 西 岡 　 敏 １
47 中 田 　 清 子 １
47 加 藤 　 肇 １
48 南 部 　 忠 俊 ５
48 有 馬 　 一 栄 ５
48 武 　 邦 夫 １
48 中 村 　 佳 子 １
48 匿 名 １
48 白 石 美 智 子 ５
49 大 野 　 由 之 １
49 金 子 　 綾 子 ５
49 池 田 　 悦 子 １
49 小 牧 　 光 江 ２
49 永 井 　 陽 子 １
49 瀬 田 　 佳 子 １
50 野 田 　 英 夫 ５
50 久 保 田 節 子 １
50 深 沢 　 利 子 ５
50 稲 垣 　 雅 章 １
51 佐 藤 　 明 美 １

51 青 山 　 絢 子 １
51 酒 井 　 裕 子 １
51 泉 沢 　 慶 子 ３
51 岡 野 　 良 子 ３
52 椿 　 善 教 ４
52 久 保 寺 弘 子 １
52 安 立 　 修 ５
52 平井  芳雄・貴美子 ３
52 植 村 　 州 １
53 中 澤 　 建 樹 １
53 匿 名 １
53 太 田 　 俊 江 １
53 大 川 　 彰 子 １
53 今 井 　 幸 子 ２
54 徳 升 　 友 子 １
54 片 岡 　 久 美 ２
54 伊 藤 　 寿 間 子 2.5
54 森 　 清 美 ２
54 田 中 　 三 郎 １
54 若 井 　 栄 子 １
55 小 川 　 幸 治 ４
55 四 ノ 宮 清 子 １
55 高 坂 　 恵 三 ３
55 頓 所 千 代 子 ５
55 岩 上 　 芳 枝 １
55 松 岡 久 美 子 １
55 桃 木 　 安 子 １
55 西 塔 チ エ 子 １
55 近 山 　 信 代 ２
56 石 川 　 千 恵 ３
56 飯 島 　 孝 夫 １
57 松 井 　 良 廣 １
57 吉 澤 　 文 代 １
57 久 木 留 廣 明 ５
57 鎌 倉 　 淑 子 ５
57 丹 　 英 子 ５
57 斎 藤 み つ 子 ５
57 松 本 眞 理 子 １
57 吉 野 　 泰 子 ３
58 吉 岡 　 雅 子 ５
58 水 野 　 智 之 １
58 森 　 松 夫 １
58 小 林 　 早 苗 １
58 宮 本 　 弘 明 １

58 安 江 　 克 正 ５
58 金 子 　 壽 宏 2.5
59 加 藤 　 博 １
59 谷 　 謙 之 介 １
60 荒 井 　 幸 子 ３
61 徳 田 　 政 行 １
61 押 尾 　 俊 司 １
61 海 谷 　 裕 美 ５
61 平 岩 　 弘 一 １
61 安 斉 　 敏 子 １
61 塚 内 千 寿 子 １
62 本 間 　 優 子 １
62 横 田 　 博 子 １
63 山 岸 　 徳 雄 ２
63 飯 田 　 洋 子 １
63 佐 々 木 教 子 １
63 天 野 　 智 子 １
64 佐 藤 　 宏 美 １
64 鶴 本 　 友 子 １
64 五 十 嵐 幸 子 １
64 林 　 由 紀 子 ５
64 石 十 畑 雅 司 １
65 木 下 　 則 子 １
65 登 玉 　 郷 子 １
65 匿 名 １
66 宮 崎 　 千 秋 ５
66 荷 出 　 恵 子 ３
66 加 藤 　 雅 敏 １
67 林 　 祥 江 １
68 中 村 　 智 行 １
68 額 田 　 光 子 １
70 茂 木 恵 美 子 １
70 村 山 　 茂 則 １
73 千 葉 　 照 彦 １
76 桐 　 亜 紀 子 １
79 飯 塚 　 克 巳 ５
39 髙 垣 　 周 子 １
39 新 藤 　 尚 子 １
40 渡 邉 久 美 子 １
49 大 野 　 恵 子 ５
53 奥 野 　 才 子 1

484.5口　969,000円
（2018年10月31日〜
� 2019年３月31日）

蓬
莱
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

　
公
孫
樹
や
紅
葉
は
葉
を
落
と
し
、

椿
や
桜
が
花
を
つ
け
は
じ
め
て
い
る
。

鶯
溪
会
が
寄
贈
植
樹
し
た“
杏
の
木
”

は
花
の
時
季
を
終
え
、
実
を
つ
け
る

準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
春
休

み
の
静
か
な
校
庭
に
専
門
業
者
の

方
々
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
を
響
か

せ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
の
大
木
を
伐
り
倒

し
て
い
る
。
他
に
も
腐
っ
て
い
た
り
、

寿
命
が
来
て
、
倒
木
の
可
能
性
が
あ

る
エ
ノ
キ
・
ク
ヌ
ギ
・
ム
ク
ノ
キ
等

を
伐
採
し
た
そ
う
だ
。

　
作
業
が
終
わ
っ
た
蓬
莱
園
を
訪
れ

2
0
1
8
年
８
月

2
0
1
9
年
３
月
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岡
高
校
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
大
正
三

年
刊
行
の
「
浅
草
区
誌
」
に
よ
る
と
、

大
池
を
中
心
に
、
岡
を
築
き
、
樹
木

を
植
え
、
東
屋
を
建
て
、
十
三
基
余

の
燈
籠
を
配
し
、
園
内
各
所
に
雅
趣

あ
る
三
十
六
景
の
名
称
を
付
し
た
と

あ
る
。

　
昭
和
12
年
、
手
狭
に
な
っ
た
下
谷

池
之
端
茅
町
の
校
地
を
他
に
求
め
る

こ
と
と
な
り
、
忍
岡
高
等
女
学
校
の

新
校
舎
敷
地
と
し
て
浅
草
向
柳
原
の

江
戸
三
名
園
の
ひ
と
つ
で
あ
る
旧
松

浦
邸
蓬
莱
園
跡
と
定
め
ら
れ
、
移
転

が
決
ま
っ
た
。

代
々
の
忍
岡
関
係
者
が
守
っ
て
き
た

大
公
孫
樹
と
蓬
莱
池
そ
し
て
楠

忍
岡
高
校
が
す
っ
ぽ
り
収
ま
る

蓬
莱
園
は
、
江
戸
三
名
園
の
ひ
と
つ

　
左
の
図
は
、
現
在
の
校
舎
の
配
置

を
現
存
す
る
絵
図
に
当
て
は
め
て
み

た
想
像
図
だ
が
、
ご
覧
の
よ
う
に
現

在
残
っ
て
い
る
蓬
莱
池
は
蓬
莱
園
三

十
六
景
の
中
の
「
手
向
け
の
杜
」
と

「
望
潮
の
入
江
」
の
一
部
で
あ
っ
た
。

　
蓬
莱
園
は
、
今
の
佐
賀
県
、
長
崎

県
に
あ
た
る
平
戸
藩
松
浦
家
が
徳
川

家
光
よ
り
浅
草
向
柳
原
の
地
を
賜
わ

り
、
こ
の
地
に
池
庭
を
築
き
「
向
東

庵
」
を
営
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、
後

に
「
蓬
莱
園
」
と
称
す
る
。
敷
地
は

約
２
、
６
０
０
坪
あ
り
、
現
在
の
忍

　
昭
和
13
年
11
月
に
起
案
さ
れ
15
年

11
月
25
日
落
成
、
喜
び
の
中
移
転
が

行
わ
れ
た
。
当
時
の
新
校
舎
建
設
に

携
わ
っ
た
山
本
勘
助
校
長
お
よ
び
職

員
の
感
想
と
い
う
と　
「
大
き
な
公

孫
樹
で
す
が
…
そ
の
廻
り
に
立
派
な

池
が
あ
っ
て
…
ど
こ
へ
校
舎
を
建
て

た
ら
よ
い
か
。
池
の
縁
に
順
々
に
建

て
る
か
、
ど
う
し
よ
う
か
、
な
ん
て

話
が
あ
っ
て
、
結
局
池
を
埋
立
て
て

…
」（
新
居
芳
男
氏
）　
「
東
京
の
真

中
に
こ
ん
な
秀
麗
な
も
の
が
残
っ
て

い
た
の
か
と
驚
く
よ
う
な
名
園
で
し

た
ね
。
埋
立
て
て
い
く
の
が
惜
し
く

な
り
、
一
部
残
し
ま
し
た
。」（
川
島

勝
氏
）。

良
い
教
育
を
生
む
良
い
環
境

　
事
実
、
樹
齢
数
百
年
の
大
公
孫
樹

と
歴
史
を
刻
ん
だ
池
、
そ
こ
に
茶
室

と
和
室
の
あ
る
公
立
の
高
校
は
他
に

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
歴
史
と

伝
統
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
多
感

な
時
期
を
過
ご
せ
た
忍
生
は
、
自
覚

し
な
い
ま
ま
に
穏
や
か
で
優
し
く
、

思
い
や
る
心
を
育
ん
で
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
現
在
鶯
溪
会
の
協
力
に
よ
り
蓬
莱

園
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
、
息
の
長
い
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。

情
緒
を
育
む
和
室
と
茶
室
、

恵
ま
れ
た
環
境
で
の
人
材
育
成

　
後
の
13
代
校
長
の
三
室
岩
吉
氏
は

65
周
年
記
念
誌
へ
の
寄
稿
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
上
野
か
ら
現
在
地
へ
移
る
際
、

蓬
莱
園
を
つ
ぶ
し
て
学
校
を
た
て
る

こ
と
に
つ
い
て
、
相
当
の
反
対
が
あ

っ
た
。
今
の
時
勢
で
は
到
底
で
き
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
東
京
に
お
け

る
緑
地
の
確
保
の
た
め
。
何
し
ろ
蓬

莱
園
は
小
石
川
の
後
楽
園
や
六
義
園

な
ど
と
と
も
に
江
戸
の
名
園
の
一
つ

と
い
わ
れ
た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
を
当

時
の
東
京
市
当
局
が
あ
え
て
踏
み
き

っ
た
の
は
、
庭
園
よ
り
も
も
っ
と
重

要
な
「
人
材
」
を
作
り
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
っ
た
。」

　

さ
ら
に
、「
こ
の
当
局
の
見
識
と

英
断
を
思
う
と
、
こ
こ
に
あ
る
伝
統

的
環
境
は
何
と
し
て
も
維
持
し
、
発

展
さ
せ
ね
ば
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

一
杯
で
あ
っ
た
。」（
70
周
年
記
念
誌
）

と
も
述
べ
て
い
る
。

思
い
遥
か
に
蓬
莱
園

シリーズ
①

蓬莱園の絵図に現在の校舎を大公孫樹と
楠を基準に配置した想像図

　
昭
和
35
年
に
鉄
筋
４
階
建
て
の
校

舎
が
建
て
ら
れ
た
時
も
、
高
田
善
之

校
長
が
名
園
の
面
影
を
保
存
す
る
こ

と
に
特
に
気
を
配
り
、
大
公
孫
樹
と

蓬
莱
池
、
そ
し
て
楠
を
そ
の
ま
ま
の

姿
で
残
し
て
い
る
。

手前「望潮の入江」の一部が現在
の蓬莱池となっている。奥に大公
孫樹が見える

現在の保健室付近から南方面
を望んでいる。右手には梅林
が広がっていた

格技棟１階にある和室障子を
開けると廊下の向に蓬莱池が

和室の奥にある
本格的な茶室
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在
学
中
の
部
活
は
美
術
部
と
地
学

部
で「
の
ん
び
り
で
穏
や
か
な
校
風
」

が
自
分
に
合
っ
て
い
た
ら
し
く
高
校

時
代
を
の
び
の
び
と
過
ご
し
た
そ
う

だ
。

　
特
別
な
思
い
出
と
し
て
は
、
10
点

評
価
の
通
知
簿
で
１
か
ら
10
ま
で
の

各
評
価
を
全
部
取
っ
た
こ
と
で
、
こ

ん
な
に
成
績
に
幅
の
あ
る
生
徒
は
他

に
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
得
意
科
目
は
部
活
部
長
を
務
め
た

「
地
学
」、
苦
手
科
目
は
「
数
学
」

で
多
摩
美
術
大
学
を
受
験
し
た
の
も

「
数
学
が
な
い
学
校
」
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
理
由
で
あ
っ
た
。

　
戸
高
さ
ん
曰
く
、
と
に
か
く
自
分

は
「
無
類
の
本
好
き
」
で
中
学
・
高

校
時
代
は
地
学
、
天
文
学
、
歴
史
・

美
術
の
書
物
に
没
頭
、ま
た「
古
本
」

も
大
好
き
で
古
本
探
し
に
い
と
ま
が

戸
高　
一
成
さ
ん
（
55
期
）

　
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
そ
の

も
の
で
あ
る
「
呉
の
歴
史
」
と　
そ
の
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た
造
船
、

製
鋼
を
始
め
と
し
た
「
科
学
技
術
」
を
当
時
の
生
活
・
文
化
に
触
れ
な

が
ら
紹
介
す
る
博
物
館
で
あ
る
。
館
内
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
10
分
の
１

の
縮
尺
で
再
現
さ
れ
て
い
る
戦
艦
「
大
和
」
は
、
平
和
の
大
切
さ
と
科

学
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
後
世
に
語
り
継
い
で
い
る
。

　
平
成
17
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
１
０
０
万
人
近
く
の
来
館
者
を
迎
え

て
い
る
が
、市
立
の
博
物
館
と
し
て
は
日
本
一
の
来
館
者
数（
集
客
数
）

で
あ
り
、
呉
市
の
誇
り
と
も
い
え
る
施
設
で
あ
る
。
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
館
長
が
戸
高
一
成
さ
ん
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
い
き
さ
つ
で
忍
岡
高

校
の
卒
業
生
が
呉
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
か
お
話
を
お
伺
い
し
た
。

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
Ｐ
Ｒ
（
集
客
）

に
努
め
て
き
た
。

　
現
在
の
住
ま
い
は
千
葉
県
で
あ
る

が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
１
週
間
お

き
に
毎
月
２
回
ほ
ど
の
日
程
で
片
道

６
時
間
の
新
幹
線
通
勤
を
し
て
い
る
。

　
主
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
呉
市

の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
出
勤
す
る
ほ

か
、
館
長
の
応
対
を
要
す
る
来
賓
が

来
ら
れ
る
時
に
出
勤
し
て
い
る
。

　
館
長
と
し
て
「
企
画
展
」
や
「
全

体
計
画
」
に
も
参
加
す
る
が
、
軌
道

に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
館
外
で
の
営
業

活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
主
に
な

っ
て
い
る
。

　
普
段
は
事
務
局
長
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
常
駐
し
、
呉
市
役
所
職
員
が
管

理
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
館
長
と
の

信
頼
関
係
は
厚
く
盤
石
の
運
営
体
制

で
、
２
０
１
８
年
度
に
は
来
館
者
数

が
１
３
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。

　
戦
艦
大
和
の
造
船
開
発
は
、
戦
争

の
抑
止
力
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
を
込
め
た
「
平
和
の
大
切

さ
」
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主
た
る
テ

ー
マ
で
あ
り
、
造
船
開
発
に
よ
る
技

術
力
の
活
用
に
よ
り
、
呉
市
が
世
界

一
の
大
型
タ
ン
カ
ー
を
作
っ
た
と
い

う
「
平
和
的
活
用
」
に
つ
い
て
も
強

く
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
々
の
熱
の
入
っ
た
説
明
も
、
来
館

者
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

　
戸
高
さ
ん
の
お
話
を
振
り
返
え
る

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
現
在
の
住
居
へ
の
引
っ
越

し
理
由
が
、
前
の
家
が
古
本
で
埋
ま

っ
た
か
ら
と
い
う
く
ら
い
の
古
本
マ

ニ
ア
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
趣
味
が
講
じ
て
、
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら「
司
書
の
資
格
」（
図

書
の
分
類
整
理
、
貸
出
業
務
等
の
専

門
職
の
資
格
）
を
取
得
し
た
が
、
海

軍
資
料
を
集
め
た
資
料
館
で
熱
心
に

「
海
軍
の
歴
史
本
」
を
読
み
ふ
け
っ

て
い
る
自
分
に
、
あ
る
日
資
料
館
の

会
長
か
ら
声
が
か
か
り
、
財
団
法
人

「
史
料
調
査
会
」
を
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
の
調
査
会
で
は
、
海
事

関
係
書
類
整
理
の
一
環
と
し
て
「
高

松
宮
殿
下
」
ほ
か
の
皇
族
の
方
々
に

接
見
す
る
機
会
を
得
た
だ
け
で
な
く
、

貴
重
な
関
係
資
料
も
い
た
だ
い
た
。

　
更
に
こ
こ
で
の
資
料
整
理
が
始
ま

り
で
、
後
に
厚
生
省
（
当
時
）
か
ら

「
戦
争
中
の
生
活
を
中
心
と
し
た
博

物
館
作
り
」
の
推
薦
を
受
け
、
平
成

11
年
に
「
昭
和
館
」
を
九
段
下
に
作

っ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま

え「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
就
任
」

の
要
請
が
あ
り
一
度
は
断
っ
た
が
呉

市
長
が
直
接
自
分
を
訪
ね
て
来
ら
れ

た
の
で
決
心
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
平
成
17
年
館
長
に
就
任
以
来
、
館

長
の
仕
事
は
「
営
業
マ
ン
」
と
心
得
、

機
会
あ
る
毎
に
多
方
面
に
出
向
き
大

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
　
　
　
　

館
長

と
「
無
類
の
本
好
き
」
が
全
て
の
始

ま
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
幼
稚
園
の
頃
か
ら
船
が

好
き
で
「
海
事
関
係
」
に
芽
生
え
て

い
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
に
「
古
本
好

き
」
と
「
司
書
の
資
格
」
が
加
わ
る

と
現
在
の
戸
高
さ
ん
の
職
務
も
う
な

づ
け
る
。

　
今
年
古
希
を
迎
え
た
55
期
の
同
期

会
を
開
催
す
る
そ
う
で
あ
る
が
、
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
Ｐ
Ｒ
を
柔
和
な
笑
顔

と
軽
快
な
口
調
で
行
い
、
出
席
の
同

期
生
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
戸
高
さ
ん
が
館
長
で
い
る

限
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
来
館
者
数
が

減
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て
取
材

を
終
え
た
。

57
期　

田
中　

修

（
呉
市
海
事

　
　

歴
史
科
学
館
）

縮尺10分の１の「戦艦大和」



（5） 鶯　　溪　№95

　
第
57
回
全
国
高
等
学
校
生
徒

英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
全
国
英

語
教
育
研
究
団
体
連
合
会
主

催
）
に
お
い
て
、
応
募
総
数
１

１
、
８
５
１
作
品
の
中
か
ら
み

ご
と
に
母
校
か
ら
２
作
品
が
選

出
さ
れ
た
。

　
２
年
生
の
藤
原
芳
匡
さ
ん
が

「
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
、
３
年
生
の
中

野
柚
さ
ん
が
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
「
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
の
な
い
社
会
」
を
実
現
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
自
身

の
小
学
校
時
代
の
体
験
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
日
本
の
現
代
社

会
の
現
状
を
分
析
し
た
藤
原
さ

ん
の
作
品
。

　
「
食
品
衛
生
の
基
準
が
世
界

的
に
設
け
ら
れ
た
社
会
」
を
実

現
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

自
身
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お

け
る
経
験
を
比
較
し
た
中
野
さ

ん
の
作
品
。
両
作
品
と
も
自
身

の
熱
い
思
い
を
６
０
０
字
の
英

作
文
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
受
賞
し
た
作
品
は
、
当
コ
ン

テ
ス
ト
主
催
者
に
著
作
権
が
あ

る
た
め
、
残
念
な
が
ら
全
文
の

掲
載
は
で
き
な
い
の
で
、
藤
原

芳
匡
さ
ん
の
作
品
の
一
部
と
英

語
科
篠
原
直
斗
先
生
の
要
約
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　"You are just a half Russian and half Japanese FAILURE",sneered the junior high school classmates of Nicole Fujita, a famous 
fashion model. I was watching a Japanese TV program in which “half entertainers“-entertainers who are half Japanese - were 
sharing their miserable experiences with being bullied when they were students. Zawa-chin,a female comedian,was called 
“Ganguro”by her classmates,which literally means “black skin”,and refers to people who have fake black or tanned skin,because 
she was half Filipino and half Japanese. This term is culturally insensitive to people of other nationalities and skin colors. However 
these cases only happen to them,and don't you only hear about them on the news or TV? Unfortunately,I had similar bad 
experiences. Why does this happen? 

～～～～　中略　～～～～
　They will change the stereotypical idea of what it means to be“Japanese”,and phrases like“go home”will no longer be said as 
they will truly make Japan a livable country,a home for everyone.

〔要約〕私が実現したい社会
　ある日、私はいつものようにテレビをつけると、たまたまやっていたハーフ芸人特集の番組にくぎ付けになった。ファッションモデルの藤田ニ
コルや芸人のざわちんなどのいわゆる「ハーフ芸人」は学生時代に受けた悲惨ないじめや差別について語っていた。「なぜ、このような悲惨な出
来事が繰り返されるのだろうか。ハーフや混血に生まれた私たちがありのままで受け入れられる社会で生活できたらいいのに。」と僕は強く彼ら
に共感した。
　私は日本人とフィリピン人の母の間に生まれた、いわば「ハーフ」である。フィリピンは発展途上国で、貧困に苦しみ、教育環境が劣悪である。
しかし、私は日本で生まれ、日本語を話し、みんなと「同じ」ように生活しているのにも関わらず、「お前はハーフなのに役立たずのばかだ」と
クラスメイトに罵られた。また、私はテスト返却の際には、他のクラスメイトにテスト用紙を取られ、テストの点数をみんなの前で発表され、「せ
いぜい底辺のフィリピン人らしくがんばれよ」と強烈な言葉を突き付けられた。私は彼らのの言動がこれまで代々踏襲してきた日本人の外国人に
対する固定概念からくるものだと感じた。
　「ハーフは祖国に帰れ。」といった日本人の痛烈な批判は偏見や差別からもたらせれる。2014年の厚生労働省の調査によれば、日本で生まれる約
100万人の赤ちゃんのうち30〜40％はハーフまたは混血であることがわかった。その一方で、2016年の法務省の調査によれば、約40％の外国人は
賃貸契約を断られ、25％の外国人は就労を断られた経験を持つことがわかった。これは、単純に日本で合法化された「外国人差別」が原因であっ
たことは明白である。私は自身の経験を通して、このような悲惨な現状を何とか改善したいと強く願う。過ちを繰り返さないために私ができるこ
とは、、、―国際人としての感覚を日本人の中に育てること―つまり、「外国人」である私が教師となり、今後の日本の大いなる前進に向けてサポ
ートすると強く決意した。
　差別を取り除くことはだれもが受け入れられる平等な社会形成への大きな一歩であると私は確信している。残念ながら、私が生きている間に、
実現したい理想の社会は見られないかもしれない。だが、国際感覚を持った人材育成を進めることで、私の意思を受け継いだ未来の生徒たちが古
い固定概念を開放し、国際感覚をもった真の「日本人」を形成し、日本の未来を大きく前進させるだろう。そうすれば、日本は本当の意味でみん
なにとっての“居所―home―”になるのだから。

全国高等学校生徒英作文コンテスト
最優秀賞・文部科学大臣賞受賞

A Society I Want to Be Realized
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◎
平
成
30
年
10
月
18
〜
21
日

　
修
学
旅
行

　
２
年
生
は
３
泊
４
日
で
広
島
県
へ

修
学
旅
行
に
行
き
、
３
つ
の
テ
ー
マ

で
体
験
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

１
日
目

テ
ー
マ

　
《
平
和
学
習
を
中
心
と
し
た
広
島
》

　
こ
の
日
は
、
広
島
原
爆
資
料
館
の

見
学
・「
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
」

の
合
唱・千
羽
鶴
の
寄
贈・忍
岡
（
オ

シ
オ
カ
）
さ
ん
の
平
和
講
和
・
灯
籠

流
し
を
体
験
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
平
和
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、

私
達
が
平
和
を
守
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

２
日
目

テ
ー
マ
《
知
り
た
い
広
島
》

　
こ
の
日
は
班
ご
と
に
５
つ
の
コ
ー

ス
別
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
ス
：

し
ま
な
み

海
道
サ
イ

ク
リ
ン
グ

（
写
真

下
）・
千

光
寺
散
策

Ｂ
コ
ー
ス
：

し
ま
な
み

海
道
サ
イ

　
下
校
を
急
ぐ
生
徒
た
ち
の
中
、
放

送
部
の
部
活
動
を
取
材
す
る
た
め
、

２
階
に
あ
る
放
送
室
を
訪
ね
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
明
る
い
声
が
聞

こ
え
る
。
３
年
生
が
卒
業
し
現
在
部

員
は
４
人
。
新
１
年
生
の
獲
得
に
燃

え
て
い
る
。
部
員
の
数
が
減
っ
て
し

ま
う
と
廃
部
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載

ク
リ
ン
グ
・
尾
道
自
由
大
学
（
食

育
学・デ
ニ
ム
学・尾
道
散
歩
学
）

Ｃ
コ
ー
ス
：

広
島
護
国
神
社
・
被
爆
老
人
ホ
ー

ム
・
宮
島
・
手
作
り
体
験

Ｄ
コ
ー
ス
：

　
錦
帯
橋
・
岩
国
城
・
宮
島

Ｅ
コ
ー
ス
：
宮
島
弥
山
ハ
イ
キ
ン
グ

３
日
目
・
４
日
目

テ
ー
マ
《
広
島
の
自
然
と
人
情
》

　
［
安
芸
太
田
町
と
北
広
島
町
］

　
民
泊
先
で
は
広
島
お
好
み
焼
き
や

押
し
寿
司
を
作
っ
た
り
、
祇
園
坊
柿

を
収
穫
し
て
皮
を
む
い
て
干
し
柿
作

り
を
体
験
、
他
に
も
農
作
業
・
薪
割

り
・
お
寺
の
鐘
つ
き
・
草
む
し
り
・

神
楽
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
１
泊

２
日
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
安
芸

太
田
町
・
北
広
島
町
の
人
情
あ
ふ
れ

る
人
々
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
、
と
て

も
楽
し
く
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

《
放
送
部
》

活
動
報
告
会
で
勧
誘
す
る
が
、
持
ち

時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
。
精
一
杯
の

ア
ピ
ー
ル
を
と
作
戦
を
考
え
て
い
る
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

な
ど
、
機
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
部

屋
の
真
ん
中
の
ス
タ
ン
ド
に
、
４
本

の
マ
イ
ク
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
人
の
部
員
が
ス
タ
ン
ド
を

と
朗
読
部
門
で
課
題
が
あ
り
、「
毎

年
体
育
祭
の
す
ぐ
後
で
、
中
々
練
習

が
で
き
ず
、い
つ
も
予
選
落
ち
で
す
」

と
笑
う
。
東
京
高
文
祭
で
は
、
１
分

半
の
持
ち
時
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好

き
な
本
を
朗
読
す
る
と
い
う
。

　
早
口
言
葉
や
活
舌
が
良
く
な
る
練

習
な
ど
も
し
て
い
る
。

主
な
学
校
年
間
行
事

４
月
８
日

前
期
始
業
式

４
月
９
日

入
学
式

６
月
３
日

体
育
祭

７
月
21
日
〜

８
月
31
日

夏
休
み

９
月
７
日

文
化
祭

９
月
30
日

前
期
終
業
式

10
月
４
日

後
期
始
業
式

10
月
11
日
〜

10
月
12
日

宿
泊
防
災
訓
練

12
月
10
日
〜

12
月
13
日

修
学
旅
行

12
月
26
日
〜

１
月
７
日

冬
休
み

３
月
７
日

卒
業
式

３
月
25
日

修
了
式

３
月
26
日
〜

春
休
み

▲

フ
ェ
リ
ー
で
宮
島
へ

▲

錦
帯
橋

見
つ
け
組
み
立
て
た
そ
う
だ
。
そ
れ

が
、
い
か
に
も
放
送
室
ス
タ
ジ
オ
と

い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
昔
の
放
送
部
員
と
し
て
は
ま
だ

古
い
校
舎
の
頃
、
講
堂
の
片
隅
に
あ

っ
た
部
室
を
思
い
出
し
、感
慨
深
い
）

　
現
在
の
主
な
活
動
は
、
学
校
行
事

（
文
化
祭
・
体
育
祭
な
ど
）
の
際
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
・
東
京
高

文
祭
へ
の
参
加
な
ど
。

　
昨
年
の
文
化
祭
で
は
、
文
芸
部
と

コ
ラ
ボ
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
機
材
や
資
材
が
、
多
々
あ
る
の
で

活
用
を
目
指
し
た
い
と
、
ま
た
行
事

が
な
い
の
で
、
冬
は
冬
眠
状
態
が
伝

統
に
な
っ
て
い
る
が
、
冬
の
間
の
活

動
も
考
え
て
み
た
い
と
話
す
。

　
最
後
に
、
４
人
で
マ
イ
ク
の
前
に

立
っ
て
物
語
を
朗
読
す
る
。
声
の
ト

ー
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
こ

の
声
で
役
を
考
え
て
の
放
送
劇
を
聞

き
た
い
と
思
っ
た
。

取
材
協
力　
山
下
先
生
（
顧
問
）

部
長
の
安
田
さ
ん
・
矢
島
さ
ん
・

小
薄
さ
ん
（
３
年
）

長
途
さ
ん
（
２
年
）

取
材　

53
期　

中
西　
弓
子

　
　
　

62
期　

須
賀　
和
男
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平
成
30
年
の
入
学
式
で
は
普
通
科

名
１
５
８
名
、
生
活
科
学
科
70
名
、

計
２
２
８
名
の
新
１
年
生
を
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
関
し
て
は
、

２
０
２
０
年
に
戦
後
最
大
の
教
育
大

改
革
が
行
わ
れ
、
大
学
セ
ン
タ
ー
試

験
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
入
学
生
が
対
象

と
な
り
、
入
試
改
革
へ
の
対
応
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
近
年
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮
流
も
あ
り
、
新

テ
ス
ト
の
導
入
に
際
し
「
知
識
や
技

能
」
だ
け
で
な
く
「
思
考
力
や
判
断

力
、
表
現
力
」
と
い
っ
た
部
分
を
重

視
す
る
と
い
う
考
え
が
ベ
ー
ス
と
な

り
、
教
師
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
観
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
の
夏
、

生
活
科
学
科
の
生
徒
た
ち
は
第
66
回

全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発

表
東
京
大
会
の
事
務
局
を
務
め
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
都
立
学
校
へ
行
こ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
の
中
で
、
忍

岡
高
校
の
学
校
生
活
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
も
生
徒

の
取
り
組
み
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
求
め
ら
れ
る
教
育
が
変
化
す
る
中
、

体
育
祭
、
忍
祭
な
ど
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
、
友
人
関
係
な
ど
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
鶯
溪
会
の
皆
様
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
忍
岡
高
校
の

発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
忍
岡
高
校
の
活
動
の
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
護
者
と
教
師
の

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
会
長
を
昨
年
か
ら
務

め
て
い
ま
す
物
永
裕
司
（
写
真
）
と

申
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
精
一
杯
励
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

千
鶯
会
だ
よ
り

�

32
期　

吉
岡　

真
玉

　
昨
年
の
台
東
区
合
唱
祭
は
、
浅
草

公
会
堂
で
、
８
月
12
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
千
鶯
会
は
、
タ
ン
ゴ
で
「
小

雨
降
る
道
」「
碧
空
」
を
再
び
歌
い

ま
し
た
。
昨
年
の
夏
は
き
び
し
い
猛

暑
で
、
合
唱
祭
当
日
も
猛
暑
と
、
お

盆
休
み
前
と
重
な
り
、
出
演
す
る
人

達
も
、
ご
来
場
下
さ
る
方
達
も
大
変

な
ご
苦
労
で
し
た
。
講
評
の
笹
口
先

生
や
、
ご
来
場
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
笹
口
先
生
か
ら
は
、
良
い
点
と
し

て
、
合
唱
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
音

楽
作
り
を
、
努
力
点
と
し
て
長
い
フ

レ
ー
ズ
を
歌
う
時
の
身
体
の
支
え
を

評
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
場
の
方
々
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
タ
ン
ゴ
の
合
唱

曲
は
珍
し
く
、
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
、

衣
装
が
曲
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
い
た
、

少
し
声
が
揃
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う

よ
う
な
ご
意
見
で
し
た
。

　
今
年
の
合
唱
祭
は
、
や
は
り
浅
草

公
会
堂
で
９
月
29
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
千
鶯
会
は
「
小
さ
な
秋
み

つ
け
た
」「
石
う
す
の
歌
」「
雪
の
降

る
町
を
」
と
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

歌
を
歌
い
ま
す
。
昨
年
同
様
大
勢
御

来
場
下
さ
い
。

　
４
月
か
ら
東
京
都
立
忍
岡
高
等
学

校
に
副
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

塚
本
久
美
子
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

前
任
校
は
、

葛
飾
区
に
あ
る

都
立
農
産
高
校

全
日
制
で
し
た

の
で
、
蓬
莱
園
を
見
な
が
ら
時
折
思

交
わ
し
、
汗
を
流
し
、
勉
学
に
行
事

に
真
剣
に
取
り
組
む
忍
岡
生
を
今
後

も
育
て
て
い
き
、
生
徒
一
人
一
人
が

輝
く
場
所
が
あ
る
学
校
づ
く
り
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
周
年
記
念
誌
お
よ
び

　
　

校
歌
Ｃ
Ｄ
の
販
売
中

　
高
校
時
代
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
楽
し
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
百
周
年
記
念
誌
に
語

ら
れ
て
い
る
話
は
、
楽
し
く
、
語
っ

て
い
る
人
た
ち
は
明
る
く
夢
い
っ
ぱ

い
に
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
各

年
代
に
よ
り
当
時
の
時
代
背
景
も
垣

間
見
え
忍
岡
高
校
の
歴
史
と
共
に
社

会
情
勢
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
一
冊

だ
。
忍
岡
高
校
１

０
０
年
の
歴
史
も

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
て

一
気
に
時
空
を
飛

び
越
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
校
歌
C
D
は
、
同
窓
生
の
女
性
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
千
鶯
会
の
メ
ン

バ
ー
が
こ
の
C
D
の
た
め
に
録
音
し

た
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
現
在
の
校
歌

の
他
に
女
学
校
時
代
の
た
お
や
か
な

校
歌
も
入
っ
て
い
て
貴
重
だ
。

　

鶯
溪
会
百
周
年
記
念
誌

　
１
冊　
２
、
０
０
０
円

　

校
歌
C
D

　
１
枚　
１
、
０
０
０
円

　
（
両
方
と
も
送
料
込
み
）

　
ご
希
望
の
方
は
振
替
用
紙
に
よ
り

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　

加
藤
孝
行
副
校
長
は
、
文
京
区

向
丘
高
校
校
長
先
生
と
し
て
転
任

さ
れ
、
新
し
く
塚
本
久
美
子
副
校

長
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
自
身
の
出

身
高
校
は
千
葉
県
松
戸
市
の
県
立

小
金
高
等
学
校
と
の
こ
と
、
着
任

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

い
出
し
て
い
ま
す
。

　
忍
岡
高
校
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ

て
も
「
豊
富
な
選
択
科
目
」
と
「
１

年
次
か
ら
の
段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
何
な
の
か

が
見
つ
か
ら
な
い
高
校
生
が
多
い
中
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
自
分
を
見
つ
め

る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
興
味
の
関

心
を
高
め
な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
は
、
本
校
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
普
通
科
と
生
活
科
学
科
が
と
も
に

学
べ
る
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
な

が
ら
、
委
員
会
や
部
活
動
で
意
見
を

新
副
校
長

 
塚
本
久
美
子
先
生
着
任
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39
期
同
期
会

�
39
期　

有
田　

菊
枝

隅
田
の
集
い

　
39
期
卒
業
の
私
達
は
前
年
10
月
の

同
期
会
を
最
後
と
し
て
残
念
な
が
ら

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
年
の
夏
か
ら
次
々
と

襲
来
す
る
台
風
の
10
月
半
ば
過
ぎ
、

誰
云
う
と
も
な
く
元
気
な
友
よ
集
ま

り
ま
し
ょ
う
よ
、
と
い
う
声
が
あ
が

り
在
原
マ
サ
さ
ん
、
久
勝
陽
子
さ
ん

が
急
遽
ご
尽
力
く
だ
さ
り
11
月
２
日

に
墨
田
区
吾
妻
橋
際
の
ア
サ
ヒ
・
ビ

ー
ル
本
社
21
階
の
料
亭「
も
ち
づ
き
」

に
同
期
友
人
10
名
が
参
集
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
の
好
天
に
恵
ま
れ
窓
外
の
景

色
が
素
晴
ら
し
く
、
眼
下
に
隅
田
の

流
れ
、
少
し
遠
く
に
浅
草
寺
の
御
堂

や
五
重
ノ
塔
が
眺
め
ら
れ
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
良
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
美
味
の
食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら

楽
し
い
話
に
花
が
咲
き
、
次
に
も
う

１
階
上
の
22
階
天
井
ド
ー
ム
の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
で
ま
た
語
ら
い
に
興
じ
、

気
が
つ
け
ば
ア
ッ
と
い
う
間
の
ひ
と

時
で
し
た
。

　
短
か
日
の
夕
近
く
、
次
の
年
も
元

気
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
ね
、
と
手

を
握
り
合
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

44
期
同
期
会

�

44
期　

西
山
千
鶴
子

ク
ラ
ス
会
っ
て
「
い
い
ね
！
」

　
私
達
３
年
C
組
は
、
隔
年
で
ク
ラ

ス
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
30
年

10
月
19
日
銀
座
の
「
い
ら
か
」
で
11

名
（
男
性
３
名
・
女
性
８
名
）
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
わ
ず
か
２
時
間
ば
か
り
で
し
た
が

皆
様
、
日
頃
の
81
歳
の
わ
が
身
を
忘

れ
、
真
逆
の
18
歳
の
高
３
に
戻
り
元

気
一
杯
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
け
た
一

時
で
し
た
。

　
ク
ラ
ス
会
は
ど
ん
な
長
寿
薬
よ
り

も
、
若
返
り
に
抜
群
の
効
果
有
で
す
。

　
皆
様
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

２
年
後
の
再
開
を
約
束
し
ま
し
た
。

し
た
。

　
全
員
で
の
集
合
写
真
撮
影
、
ク
ラ

ス
別
の
記
念
撮
影
の
後
全
員
で
乾
杯

（
そ
の
前
に
既
に
予
行
演
習
が
あ
り

ま
し
た
が
）
し
て
歓
談
が
始
ま
り
、

ク
ラ
ス
毎
や
グ
ル
ー
プ
毎
等
様
々
な

人
の
輪
が
出
来
て
、
笑
い
声
や
歓
声

の
中
暖
か
い
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま

し
た
。

　
現
役
時
代
か
ら
仲
の
良
か
っ
た
同

期
で
し
た
が
、
50
余
年
の
歳
月
を
重

ね
年
輪
を
重
ね
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同

士
、
時
間
の
壁
を
越
え
て
一
層
の
親

し
み
を
持
っ
て
集
っ
て
い
る
光
景
は

感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

　
30
名
近
い
物
故
者
の
ご
紹
介
と
献

杯
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
々
か
ら

の
近
況
紹
介
、
校
歌
の
合
唱
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
進
み
、
中
締
め
の
挨
拶
の

後
幹
事
か
ら
忍
岡
高
校
全
体
の
Ｏ
Ｂ

会
「
鶯
溪
会
」
か
ら
の
ご
支
援
の
紹

介
と
活
動
へ
の
協
力
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

　
予
定
の
３
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
幹
事
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
次
回
は
７
年
後
の
「
喜
寿
を

祝
う
会
」
と
は
言
わ
ず
に
「
思
い
つ

い
た
ら
直
ぐ
に
開
催
」
と
言
う
提
案

を
全
員
一
致
で
了
承
し
、全
員
が「
元

気
な
じ
じ
い
と
ば
ば
あ
」
で
再
会
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
尚
、
開
催
に
際
し
て
「
鶯
溪
会
」

か
ら
は
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
宴
席
で
募
り
ま
し
た
募
金

（
２
５
、
０
０
０
円
）
を
鶯
溪
会
の

活
動
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ

と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

55
期
同
期
会

�

55
期　

吉
添　

護
郎

　
平
成
最
後
の
早
春
３
月
16
日
に
、

本
所
吾
妻
橋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・

ラ
ナ
リ
ー
タ　
ス
カ
イ
ル
ー
ム
」
に

て
第
55
期
同
期
会
の
「
古
希
を
祝
う

会
」
が
、
出
席
者
57
名
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
10
年
前
に
「
還
暦
の
会
」
を
開
催

し
た
際
に
、
出
席
者
全
員
で
次
は
10

年
後
に
「
古
稀
の
会
」
を
！
と
約
束

し
た
「
お
約
束
の
同
期
会
」
で
す
。

　

開
始
30
分
前
の
開
場
時
間
か
ら

三
々
五
々
来
場
さ
れ
た
方
々
が
、
す

ぐ
に
旧
交
を
温
め
る
人
の
輪
を
作
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
幹
事
の
開
会

の
挨
拶
か
ら
古
稀
の
会
は
始
ま
り
ま

第68回

第７回 2019
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58
期
同
期
会

約
１
２
０
名
が
近
況
を
共
有

�

58
期　

金
子　

壽
宏

　
58
期
は
、
昨
年
の
平
成
30
年
10
月

27
日
㈯
に
第
８
回
目
の
同
期
会
を
開

き
ま
し
た
。
第
１
回
を
50
歳
の
年
に

開
催
し
て
か
ら
17
年
、
参
加
人
数
の

増
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

60
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
安
定
し
て
き

ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
発
足
当
時
か
ら
の
中

心
者
で
あ
る
石
川
辰
夫
く
ん（
故
人
）

の
考
え
で
、
寄
せ
ら
れ
た
１
０
０
人

余
の
近
況
報
告
を
プ
リ
ン
ト
し
、
会

場
で
配
っ
て
い
ま
す
。
会
話
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
り
、
参
加
で
き
な
か

っ
た
人
へ
思
い
を
馳
せ
た
り
と
、
な

か
な
か
の
お
役
立
ち
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

日
の
様
子
を
ア
ル
バ
ム
的
に
ま
と
め

た
「
同
期
会
の
報
告
」
を
後
日
参
加

者
に
郵
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
？
）
も

行
っ
て
い

て
、
あ
の

感
動
を
二

度
楽
し
め

る
よ
う
に

な
っ
て
い

ま
す
。

　
同
期
会

に
参
加
で

き
な
く
て

も
通
信
費

１
０
０
０
円
を
送
っ
て
頂
い
た
人
に

は
、「
近
況
報
告
」
と
「
同
期
会
の

報
告
」
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の

セ
ッ
ト
を
見
れ
ば
大
体
の
同
期
の
仲

間
の
様
子
が
わ
か
る
の
で
最
近
で
は

60
名
近
く
の
人
か
ら
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
す
。
と
言
う
こ
と
で
参
加
者

と
合
わ
せ
て
約
１
２
０
名
が
現
在
の

58
期
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
仲
間
と
言
う

事
に
な
り
ま
す
。

　
当
会
の
実
行
委
員
と
し
て
は
、
現

在
20
名
ほ
ど
の
幹
事
が
い
て
運
営
を

担
い
、
年
に
二
、
三
度
集
ま
り
何
か

と
理
由
を
つ
け
て
は
楽
し
く
飲
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
こ
に
来
て
会
長
の
杉
広
三
郎
く

ん
と
、
会
の
中
心
で
活
動
し
て
い
た

石
川
辰
夫
く
ん
を
相
次
い
で
亡
く
し

寂
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
代
わ
り
を

キ
ッ
チ
リ
務
め
る
事
の
で
き
る
人
材

が
た
く
さ
ん
い
る
の
が
58
期
で
す
。

仲
良
く
楽
し
く
、
そ
し
て
末
永
く
同

期
会
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

第
５
回
61
期
生
同
窓
会

�

61
期　
六
本
木　

健

　
残
暑
と
は
言
え
ぬ
猛
暑
日
の
続
く

９
月
８
日
㈯
に
、
お
馴
染
み
と
な
り

ま
し
た
上
野
公
園
の
レ
ス
ト
ラ
ン　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
回
初
め
て
恩
師
の
先
生
方
の
ご

出
席
叶
わ
ず
、
時
の
流
れ
に
一
抹
の

寂
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
後
藤
秀
雄

先
生
と
中
川
英
孝
先
生
は
猛
暑
の
中

の
移
動
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
小

林
公
生
先
生
は
古
稀
野
球
ク
ラ
ブ
で

活
躍
さ
れ
て
お
元
気
で
す
が
先
約
と

重
な
り
誠
に
残
念
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
我
々
同
期
生
は
、
新
規
参
加
５
名

を
含
み
73
名
の
出
席
を
得
ま
し
た
。

　
会
の
進
行
は
乾
杯
の
後
、
鶯
溪
会

評
議
員
水
島
君
の
発
議
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
身
罷
れ
た
恩
師
と
同
期
生

に
対
し
て
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。

　
亡
き
恩
師
亡
き
友
の
思
い
出
で
暫

し
し
ん
み
り
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に

和
気
藹
々
と
な
り
、
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
楽
し
い
話
題
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
会
の
中
盤
か
ら
有
志
に
よ

る
在
学
時
代
の
ビ
デ
オ
が
公
開
さ
れ

忍
岡
で
過
ご
し
た
青
春
を
蘇
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
と
き
は

瞬
く
間
に
過
ぎ
て
、
一
次
会
の
中
締

め
、
二
次
会
の
締
め
に
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　
終
了
時
に
は
お
互
い
の
健
康
を
気

遣
い
、
次
回
の
再
開
を
誓
い
合
う
姿

が
多
数
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

病
気
療
養
中
で
参
加
叶
わ
な
か
っ
た

友
も
鶯
溪
会
報
で
勇
気
づ
い
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
末
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も

会
の
運
営
の
為
に
常
日
頃
よ
り
ご
協

力
賜
り
、
又
当
日
も
早
く
か
ら
準
備

に
勤
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
実
行
委
員

の
皆
様
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
は
古
稀
の
同
窓
会
と
思
案
し

て
お
り
ま
す
が
６
年
の
間
が
空
き
ま

す
の
で
、
流
動
的
で
は
あ
り
ま
す
が

古
稀
の
前
に
開
催
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
時
は
皆
様
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
次
回
ま
で
お
身
体
大
切

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
、
恙
無
く
。

76
期
同
期
会

�

76
期　

茂
田　

憲
秀

　
平
成
30
年
11
月
10
日
㈯
に
秋
葉
原

に
て
同
期
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生
も
多

く
、
皆
さ
ま
と
て
も
懐
か
し
い
思
い

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
集
合
写

真
を
送
り
ま
す
。

�

（
E
メ
ー
ル
よ
り
）
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�
旧
職
員　
小
林　

公
生

　
鶯
溪
会
役
員
の
皆
様
「
１
０
０
周

年
記
念
」
お
疲
れ
様
で
す
。
大
変
立

派
な
周
年
行
事
で
し
た
。
私
は
48
年

前
、
大
学
卒
業
後
22
歳
で
忍
岡
高
校

に
赴
任
し
ま
し
た
。
前
田
家
の
黒
門
、

蓬
莱
園
が
忍
岡
高
校
に
現
存
し
て
い

る
の
に
驚
愕
し
ま
し
た
。

　
妻
は
前
田
家
の
家
老
の
末
裔
で
す

が
、
私
は
茨
城
の
貧
百
姓
の
子
孫
で

す
（
笑
）。

�

第
34
期　
宮
田　

昌
子

　
終
戦
後
に
、
上
野
一
帯
の
焼
野
原

の
中
、
天
に
向
っ
て
凛
と
立
つ
大
銀

杏
を
見
た
私
は
生
き
る
力
を
持
ち
ま

し
た
。
後
輩
の
皆
様
の
熱
い
御
気
持

ち
に
心
か
ら
感
謝
と
御
成
功
祈
り
ま

す
。
有
難
う
!!

�

第
37
期　
平
田　

重
子
（
浜
田
）

　
な
つ
か
し
い
場
所
が
、
復
活
さ
れ

ま
す
様
に
、
お
祈
り
し
ま
す
。
ご
苦

労
様
で
す
。

�

第
40
期　
河
村　

郁
子

　
蓬
莱
園
は
60
年
（
半
世
紀
）
以
上

経
っ
た
今
で
も
６
年
間
の
思
い
出
い

っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

�

第
42
期　
髙
嶋　

節
子
（
萩
原
）

　
会
報
た
の
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

卒
業
後
64
年
、
83
歳
に
な
り
ま
し
た
。

蓬
莱
園
を
再
生
と
の
記
事
に
、
蓬
莱

中
学
校
か
ら
、
忍
岡
高
校
と
６
年
間
、

慣
れ
親
し
ん
だ
沢
山
の
思
い
出
が
甦

り
、
会
い
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

元
気
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

第
44
期　
田
中　

桂
子
（
政
平
）

　
山
内
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
の
お
名
前

を
見
て
60
？
年
前
の
高
校
生
の
顔
が

す
ぐ
浮
か
び
ま
し
た
。
落
合
さ
ん
も

ネ
。
な
つ
か
し
い
こ
と
!!　
私
も
80

歳
に
な
り
ま
し
た
。

�

第
44
期　
勝
村　

節
子

　
毎
号
、
熟
読
し
て
お
り
、
編
集
が

楽
し
く
も
又
、
大
変
な
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

第
44
期　
金
井　

町
枝
（
石
井
）

　
同
窓
会
幹
事
の
皆
様
、
同
窓
生
の

為
に
御
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
目
的
達
成
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

�

第
46
期　
古
川　

光
子
（
生
川
）

　
大
公
孫
樹
と
共
に
蓬
莱
園
が
日
本

庭
園
と
し
て
蘇
え
る
と
の
事
。
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
喜
ん
で
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
蓬
莱
園
の
大
公

孫
樹
は
あ
の
頃
の
私
達
の
多
種
多
様

な
悩
み
事
を
黙
っ
て
き
い
て
く
れ
た

い
や
し
の
大
樹
。
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
、
夫
々
の
時
代
の
生
徒
の
つ

ぶ
や
き
に
耳
を
傾
け
て
い
て
ほ
し
い
。

�

第
48
期　
柿
沼　

俊
子
（
赤
間
）

　
記
念
誌
を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
忍
卒
の
弟
、

赤
間
昌
幸
が
皆
様
に
仲
良
く
し
て
い

た
だ
き
、
特
に
ト
ン
ち
ゃ
ん
に
は
お

世
話
に
な
っ
た
よ
う
で
、
お
手
伝
い

出
来
な
い
の
を
残
念
が
っ
て
い
ま
し

た
。

�

第
48
期　
南
部　

忠
俊

　
今
年
３
月
末
に
喜
寿
を
迎
え
ま
す

（
同
期
で
は
一
番
若
い
！
）。
齢
相

応
に
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

�

第
49
期　
大
野　

由
之
（
清
水
）

　
蓬
莱
園
の
大
公
孫
樹
の
根
元
で
昼

休
み
に
５
人
で
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
写
真
は
大
切
に
持
っ
て
い

ま
す
。
60
年
前
の
こ
と
で
す
。

�

第
49
期　
金
子　

綾
子
（
岸
本
）

　
伝
統
あ
る
蓬
莱
園
を
大
切
に
し
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
関
係
者
の
方
々
の
御
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

第
49
期　
瀬
田　

佳
子

　
思
い
出
の
多
い
蓬
莱
園
の
整
備
事

業
に
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
寄
付
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

�
第
50
期　
久
保
田　

節
子
（
岡
﨑
）

　
蓬
莱
園
、
大
公
孫
樹
、
本
当
に
懐

か
し
い
ひ
び
き
で
す
。
新
し
い
蓬
莱

園
み
て
み
た
い
で
す
。

�

第
50
期　
深
沢　

利
子
（
於
曽
能
）

　
蓬
莱
園
で
テ
ン
ト
張
り
の
練
習
し

た
こ
と
思
い
出
し
て
ま
す
。（
ゴ
メ

ン
ナ
サ
イ
）。
園
を
荒
ら
し
て
い
る

と
い
う
意
識
は
全
く
な
く
、
只
々
、

楽
し
か
っ
た
。
青
春
の
一
コ
マ
で
す

ね
。
大
事
に
し
た
い
で
す
…
蓬
莱
園

を
！

�

第
51
期　
佐
藤　

明
美
（
上
倉
）

　
授
業
を
ぬ
け
出
し
て
蓬
莱
園
で
遊

ん
だ
想
い
出
が
な
つ
か
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
、
整
備
し
て
下
さ
い
。

�

第
53
期　
中
澤　

建
樹

　
同
期
の
方
（
赤
間
昌
幸
さ
ん
、
矢

田
進
也
さ
ん
）
の
訃
報
を
拝
見
し
、

い
よ
い
よ
我
々
の
世
代
も
…
と
思
い

を
深
く
し
ま
し
た
。
池
で
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

整
備
後
の
蓬
莱
園
が
楽
し
み
で
す
。

�

第
54
期　
等
々
力　

美
津
子

　
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
古
希
を
迎
え
、
自
分
の
年
に

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

�

第
55
期　
山
縣　

正

　
意
外
な
人
が
同
窓
生
だ
っ
た
り
し

て
、
こ
の
年
に
な
る
と
な
つ
か
し
く
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ド
ス
ケ
（
失

礼
）
先
生
が
お
元
気
で
こ
れ
ま
た
う

れ
し
く
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　
忍
岡
高
校
同
窓
会
の
活
動
は
、
年

会
費
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
よ
り
納
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
年
会
費　
２
、
０
０
０
円

◆
終
身
会
費
３
０
、
０
０
０
円

★

　
振
替
用
紙
は
年
２
回
の
会
報
発
行

時
に
毎
回
同
封
し
て
い
ま
す
。
振
替

用
紙
に
は
年
会
費
の
他
に
寄
付
や
事

業
へ
の
協
力
金
の
項
目
も
あ
り
、
年

会
費
あ
る
い
は
終
身
会
費
納
入
済
み

の
会
員
の
方
に
も
お
送
り
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
不
満
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
頂

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
報
発
行
の
他
に
今
後
も
蓬
莱
池

整
備
を
は
じ
め
母
校
へ
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
も
積
極
的
に
計
画
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
そ
の
都
度
寄
付
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

みそじ会のお知らせ
� 第32期　野木・吉岡
　今年のみそじ会は、５月24日㈮
例年通り、上野精養軒喫茶室で行
います。
　11時半頃までに自由にお集まり
下さい。
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同
封
し
て
い
た
だ
い
て
、
母
の
語
っ

て
い
た
と
お
り
だ
な
と
思
い
出
し
ま

し
た
。
校
歌
の
Ｃ
Ｄ
も
あ
る
と
の
こ

と
、
私
も
よ
く
歌
っ
て
き
か
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
蓬
莱
園
に
は
、
母
が
私
と
孫

を
引
き
連
れ
て
見
に
行
き
、「
駅
か

ら
大
公
孫
樹
が
み
え
た
ん
だ
よ
」
と

自
慢
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
当
で

し
ょ
う
か
。

31期生クラス会　於　後楽園涵徳亭（1960.1.15）

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
誠
に
勝

手
な
が
ら
広
報
部
の
皆
様
他
そ
れ
を

支
え
る
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
母
の
よ
う
に
会
報
を
待
っ
て
い
る

方
々
の
た
め
に
ご
活
動
を
続
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。
長
い
長
い
あ
い
だ
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訃　報
期　別 氏　名 旧　姓 ご逝去年月日
旧職員 後 藤 秀 雄 平成31年１月25日
23・１ 松 原 イ ツ 野 村 平成30年
24・２ 庵 野 敏 子 下 村 平成30年８月22日
24・３ 尾 崎 富 美 子 小 川 平成30年11月３日
25・１ 三 好 千 恵 子 石 井 平成26年７月21日
27・２ 津 田 郁 子 三 町 平成29年12月
28・２ 木 村 富 貴 子 中 野 平成30年11月15日
29・１ 廣 瀬 千 賀 子 吉 田 平成30年４月18日
29・２ 栗 本 ひ ろ 江 宮 沢 平成30年６月24日
29・２ 宅 間 富 美 子 水 野 平成29年10月19日
31・１ 岡 安 茂 子 菊 田 平成28年３月18日
31・１ 小 林 利 枝 子 吉 岡 平成30年３月18日
32・－ 高 田 美 枝 子 山 川 平成30年６月
33・－ 金井　ナオミ 平成28年12月９日
33・－ 河 内 エ ツ 子 平成30年１月26日
33・－ 田 川 敦 子 小 山 平成30年９月30日
33・－ 堤 美 喜 子 荻 原 平成30年１月16日
34・－ 飯 田 タ キ エ 佐 藤 平成29年11月20日
35・－ 熊 坂 孝 子 谷 中 平成28年12月13日
35・－ 吉 葉 元 子 星 野 平成30年３月29日
36・－ 金 田 蝶 子 英 平成30年１月１日
39・Ｄ 神 谷 貞 江 今 井 平成30年11月28日
40・Ｄ 大 島 知 子 市 川 平成29年３月19日
40・Ｄ 中 鏡 陽 子 神 保 平成28年８月１日

期　別 氏　名 旧　姓 ご逝去年月日
40・Ｅ 藤 岡 晴 代 小 川 平成29年５月
40・Ｇ 島 野 侑 子 高 山 平成30年12月５日
40・Ｈ 池 田 清 乃 原 平成30年
41・Ａ 藤 田 房 子 海 藤 不明
42・Ｅ 小 池 康 子 吉 田 平成30年７月17日
42・Ｆ 太 田 ト シ 子 小 黒 平成30年６月11日
43・Ｂ 村 田 香 須 美 平成31年２月
43・Ｄ 小 宮 義 子 鳥 井 平成31年２月８日
43・Ｄ 安 念 照 美 今 泉 平成30年10月
44・Ｃ 星 野 恵 美 子 堤 平成30年11月
44・Ｆ 吉 沢 那 智 子 土 田 平成29年12月27日
49・Ｄ 岡 村 鈴 代 松 村 不明
49・Ｄ 古 舘 琢 雄 不明
50・Ｂ 鈴 木 國 之 平成27年５月７日
51・Ｄ 桑 名 勇 次 平成30年２月
56・Ａ 伊 藤 勝 康 平成30年11月
56・Ｃ 高 山   満 平成30年11月
56・Ｆ 角 谷 春 江 渡 辺 平成30年１月
63・Ａ 種 田 光 雄 平成30年９月10日
63・Ｇ 赤 坂 剛 志 平成19年12月20日
67・Ｄ 上 原 浩 一 平成30年12月20日
77・Ｄ 沢 原 幸 夫 平成30年７月30日

� 皆様のご冥福をお祈りします。　合掌。

（敬称略）

　
31
期
１
組　
岡
安
（
菊
田
）
茂
子

さ
ん
の
娘
さ
ん
、
住
瀬
玲
さ
ん
か
ら

写
真
同
封
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
母
（
岡
安
茂
子
）
は
、
２
０
１
６

年
３
月
18
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

連
絡
が
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
実
は
母
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
１

０
０
周
年
が
終
わ
る
ま
で
は
会
員
の

ま
ま
で
い
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
か
な
な

ど
と
、
私
が
勝
手
に
思
っ
た
の
と
、

あ
と
は
つ
い
つ
い
遅
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
た
び
94
号

の
会
報
を
い
た
だ
き
、
や
っ
と
こ
れ

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。岡安茂子さん

（昭和19年３月）

　
晩
年
の
母
は
認
知
症
を
患
い
、
本

人
も
つ
ら
い
日
々
を
お
く
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
会
報
が
届

く
と
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
在
学
中
の

思
い
出
を
は
な
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
前
回
記
念
誌
の
一
部
コ
ピ
ー
を

会
報
発
送
に
つ
い
て

次
回
96
号
か
ら
は
外
部
委
託
に
よ

る
一
括
発
送
に
切
り
替
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
よ
り
会
報
は
、
中
央
区
産
業

会
館
の
集
会
所
を
借
り
、
評
議
員
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
発
送

作
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

次
回
96
号
会
報
か
ら
外
部
委
託
に
よ

る
一
括
発
送
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
理
由
は
、
①
評
議
員
の
い
な
い
期

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
発
送
日
当

日
の
作
業
が
大
量
に
な
っ
て
い
る
②

評
議
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
発
送
作

業
日
の
参
加
が
難
し
く
な
っ
た
た
め

発
送
作
業
の
ご
依
頼
が
増
え
、
当
日

の
作
業
量
が
多
く
な
っ
て
き
た
③
外

部
委
託
一
括
発
送
に
よ
り
コ
ス
ト
が

約
１
割
さ
が
る
、
こ
と
で
す
。
過
去

に
名
簿
・
住
所
デ
ー
タ
を
提
供
い
た

だ
い
た
期
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
名

簿
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
済
で
す

が
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
提
供
い
た
だ

き
、
再
度
確
認
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
部
委

託
先
と
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

契
約
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
名
簿
・
住
所
録
を
提
供
さ

れ
て
い
な
い
期
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

な
に
と
ぞ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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理
事
活
動
記
録

10
月
18
日　
会
報
94
号
校
了

10
月
24
日　
会
報
外
部
発
送
委
託
打

合
せ
（
㈱
き
か
ん
し
）

10
月
26
日　
会
報
94
号
発
送
準
備

10
月
27
日　
評
議
員
会
開
催
そ
の
後

会
報
94
号
発
送
作
業
実

行

10
月
27
日　
母
校
在
校
生
向
け
会
報

発
送

11
月
１
日　
会
報
外
部
発
送
委
託
契

約
調
印（
㈱
き
か
ん
し
）

11
月
４
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

11
月
10
日　
理
事
会
開
催

11
月
16
日　
会
計
シ
ス
テ
ム
入
力

11
月
28
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

12
月
６
日　
蓬
莱
園
剪
定
作
業
打
合

せ
（
熊
田
造
園
）

12
月
８
日　
理
事
会
開
催

12
月
19
日　
会
計
シ
ス
テ
ム
入
力

12
月
25
日　
母
校
に
て
在
校
生
へ
鶯

溪
会
の
説
明
会

12
月
28
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

１
月
12
日　
理
事
会
開
催

１
月
16
日　
会
計
シ
ス
テ
ム
入
力

１
月
18
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

１
月
26
日　
外
部
発
送
委
託
向
け
名

簿
打
合
せ

２
月
13
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

２
月
15
日　
会
計
シ
ス
テ
ム
入
力

２
月
16
日　
理
事
会
開
催

２
月
27
日　
会
報
95
号
編
集
会
議

３
月
７
日　
学
校
運
営
協
議
会
（
高

校
）
に
会
長
出
席

３
月
９
日　
母
校
卒
業
式
参
列

（
理
事
３
名
）

理
事
会
開
催

３
月
15
日　
会
報
95
号
原
稿
締
切

３
月
19
日　
会
報
95
号
原
稿
入
稿

３
月
26
日　
蓬
莱
園
整
備
開
始
（
28

日
ま
で
）

３
月
30
日　
会
報
95
号
第
１
回
校
正

４
月
９
日　
母
校
入
学
式
参
列

（
理
事
２
名
）

４
月
12
日　
会
報
95
号
校
了

４
月
13
日　
理
事
会
開
催

４
月
21
日　
評
議
員
会

４
月
21
日　
会
報
95
号
発
送
予
定

４
月
24
日　
委
託
発
送
分
メ
ー
ル
便

発
送
予
定

　
鶯
溪
会
会
室
の
電
話
機
が
故
障

し
留
守
番
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
が

不
通
に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す（
電
話
機
を
買
い
替
え
ま
し
た
）

▼
前
号
会
報
94
号
は
約
１
万
２
千

部
の
う
ち
約
５
千
部
を
外
部
委
託

発
送
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
（
会
報

発
送
作
業
日
に
参
加
で
き
な
い
た

め
）
自
宅
か
ら
発
送
し
て
こ
ら
れ

た
評
議
員
よ
り
、
名
簿
デ
ー
タ
を

提
供
い
た
だ
き
、
今
回
95
号
は
、

約
８
千
部
を
外
部
委
託
発
送
す
る

こ
と
が
で
き
た
▼
鶯
溪
会
が
管
理

し
て
い
る
名
簿
デ
ー
タ
は
、
郵

便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
等

で
住
所
変
更
、
訃
報
の
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
都
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
て
い
る
が
、
毎
回
１
８
０
通

ほ
ど
の
宛
先
不
明
便
が
戻
っ
て
い

る
。
名
簿
デ
ー
タ
を
い
か
に
新
鮮

に
保
つ
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ

▼
１
ペ
ー
ジ
に
案
内
の
定
期
総
会

に
は
、
多
く
の
会
員
に
参
加
い
た

だ
き
た
い
▼
災
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が
多
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た
平

成
時
代
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間
も
な
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在

校
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達
が
卒
業
し
社
会
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巣
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っ
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、
よ
き
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令
和
時
代
』
を
担
っ

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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（敬称略）終身会費納入者一覧（平成30年11月14日～平成31年３月31日）
26期 佐藤　隆子
35期 根橋　勝代
40期 太田八重子

42期 浅井　雅子
43期 新山　とし
55期 桃木　安子

56期 大内　淑江
56期 横井　織江
59期 上倉加代子

59期 内海　順夫
63期 天野　智子
64期 鶴本　友子 ＊払込取扱票の「送金内訳」欄は必ずご記入ください

単位：千円（敬称略）鶯溪会協力金納入者一覧（同上）
旧職員 髙木　四郎 ２

〃 小松　公生 ６
〃 須藤　健児 ２
〃 浦部万里子 ２

24期 久保田睦子 ２
27期 秋田千鶴子（故人） ３
30期 平塚　公子 ２
31期 岡安　茂子 ５
32期 松島　和恵 ２
〃 山崎　敏子 ２
〃 加藤　好子 10
〃 川角　和子 １

33期 宮地　和子 ２
34期 阿部　松枝 ５
〃 新村　和枝 10

35期 平田　キヨ ３
36期 辰巳　玲子 １
〃 安達　鈴子 ３

37期 楠原三代子 １
38期 河合　敏子 ２
〃 飯島　トヨ ３
〃 小林　好子 20

38期 岩丸　　栄 ２
39期 高垣　周子 ６
40期 神山　光子 ３
〃 長島　　恒 １
〃 山口　幸子 ２
〃 矢倉　禧子 ２

41期 直井　淳子 ６
〃 松丸　富江 ４
〃 伊藤　　京 ２
〃 大沢　勝子 ３

42期 加藤　威郎 １
〃 藤本　武史 １
〃 斉藤　廣子 ２
〃 髙嶋　節子 １

43期 豊住　信子 10
〃 馬場　節子 ３
〃 新山　とし ３

45期 小池　綾子 １
〃 一宮　園子 ５
〃 渡部　光子 ５

46期 南畝　清志 ６
〃 古川　光子 37

46期 髙田　良枝 ５
47期 白杉　政宏 ２
〃 田口　彰男 15
〃 服部　昌子 ３
〃 古谷トミ子 ２
〃 中田　清子 １

48期 小林精一郎 ２
〃 原田　シン １
〃 佐藤　佳子 ２
〃 水野　正行 ２
〃 柿沼　俊子 10
〃 山下　美貴 １
〃 水野　正行 ２
〃 白石美枝子 ２

49期 石井　信子 ２
〃 石川　貞子 ３

50期 鈴木みえ子 34
51期 杉本衣美子 ３
〃 青山　絢子 ３
〃 酒井　裕子 ３

52期 堀内　長子 ３
〃 植村　　州 ６

53期 臼倉　政雄 １
〃 太田　俊江 ３

54期 54期同期会 ５
55期 55期同期会 25.2
〃 山縣　　正 10
〃 近山　信代 ３
〃 四ノ宮清子 １
〃 岩上　芳枝 ３
〃 桃木　安子 ４
〃 荒井ハルエ 10
〃 髙坂　恵三 ２
〃 辰馬　信男 ５
〃 宮川　明久 ６

56期 飯岡礼一郎 10
〃 佐藤　猛能 ２
〃 飯島　孝夫 ４
〃 恵比根ふさ子 ２
〃 関　　真弓 １
〃 石川　千恵 １

57期 出井　延幸 10
〃 松本眞理子 ４

58期 宮本　弘明 １

60期 荒井　幸子 ３
61期 福田浩史郎 ２
〃 六本木　建 １
〃 押尾　俊司 ２
〃 鈴木　勝也 ３
〃 星　　裕子 10

64期 和久本敏夫 ２
65期 登玉　郷子 １
67期 森田　泰蔵 ３
〃 柴田　哲也 ６
〃 雪下　正志 ３

70期 村山　茂則 ２
72期 正木富志子 １
73期 千葉　照彦 １
34期 匿　　　名 ５
45期 〃 ２
46期 〃 10
48期 〃 １
59期 〃 １

67期 中西　浩子
69期 朽木　和弘


